
知財創造教育

内閣府 知的財産戦略推進事務局
■ 内閣府では、HPやFacebookにおいても、「知財創造教育」の関連情報を掲載しております。

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tizaikyoiku.html

https://www.facebook.com/%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E5
%89%B5%E9%80%A0%E6%95%99%E8%82%B2%E5%86%85
%E9%96%A3%E5%BA%9C-1810185749248516/

（HP）

知財創造教育／内閣府 Facebook 検索（Facebook）

■ 知財創造教育の必要性・内容などについて、もっと詳しく知りたい方は
こちらを参考下さい。

▶ 新しい創造をする （「いいな」を思い描き実現する）
▶ 創造されたものを尊重する （他人との違いを認め尊重する）

７
先生が児童・生徒の考えを引き出したり、思考を深めたり
するような発問や指導を行う効果は？

８ 今後の予定は？

（１）児童・生徒が楽しみながら創造性を育むことに役立つ教材を一元的に収集し、教育現場の先
生が使いやすいような形で公表していきます。 （学習指導要領と教材の紐づけを行います。）

（２）知財創造教育の実践事例を積み重ね、公表していきます。

（３）創造性を育む教育に知見のある方々と教育現場の先生とが連携し、各地域の特徴を生かし
つつ、知財創造教育を進めていくことができるように取り組んでいきます。

2018年3月

児童・生徒に対して、様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導を行った
と回答した小中学校の方が、全国学力・学習状況調査の「主として「活用」に関する問題（B）」の
平均正答率が高い傾向がみられました。なお、 「主として「知識」に関する問題（A）」にも同様の
傾向が見られました。

国立教育政策研究所ホーム
ページに掲載の「平成29年度

全国学力・学習状況調査の結
果（概要）」第6ページから引用
（http://www.nier.go.jp/17cho
usakekkahoukoku/index.html）

（知財創造教育は、全国学力・学習状況調査の正答率向上自体を目的とするものではありません。）

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tizaikyouiku/taikeika.html



２
将来はどのようになり、
何が求められるようになる？

社会や産業の構造が大きく変化しようとしており、その担い手
となる児童・生徒に求められることも変化してきています。

１ そもそも知的財産とは？

社会や産業の構造の変化 これから求められること

人間の創造的活動により生み出されたものを「知的財産」とい
います。
「いいな」を思い描いて実現（＝創造）しているものは身近にた
くさん存在し、社会を豊かにしています。

取っ手が付くと、手が熱くないから便利！ いろんなマンガがあるから楽しい！

日本からも世界に誇る様々な創造物が出ています。

これらは、児童・生徒が既に持ってい
たり、潜在的に持っていたりするもの
と考えています。

大人（先生）が
引き出す！

３ 知財創造教育とは？

社会や産業の構造の大きな変化の中で、児童・生徒が大人に
なったときに、「いいな」を思い描いて実現できるようにする教
育が必要であると考えています。
知財創造教育は、「新しい創造をすること」、「創造されたもの
を尊重すること」を楽しみながら理解させ育むことにより、社会
を豊かにしていこうとするものです。

４ 学習指導要領との関係は？

学習指導要領上、児童・生徒には、豊かな創造性を備え、持続
可能な社会の創り手となることが期待されています。
知財創造教育は、学習指導要領において育成を目指す資質・
能力の三つの柱に対応しており、新たな指導内容を導入するも
のではありません。

５
「新しい創造をする」ことは、
どのように育む？

「新しい創造をする」ためには、例えば、次のような能力が必
要と考えています。
（１）課題を見出し、どうすれば変えられるかを考えて実行
する力

（２）自分の思いや考えを文章・絵・音などで表現する力
（３）将来を描き、夢を実行したり、社会・文化を形成する力

６ 知財創造教育は普段の授業で行える？

知財創造教育は、先生が創造性を育むということを意識する
ことで、普段の授業の中で行えるものです。
また、総合的な学習の時間やクラブ活動などにおいて、より
発展的な内容を扱うこともできます。

技術・家庭科（技術分野） 図画工作科

内閣府知的財産戦略推進事務局は、小中高等学校及び高等専門学校における知財創造教育を推進しています。

コンピュータが人間の能力
に近づいてきている

1 コンピュータを使いこなしたうえで、
人間にしかできない発想をすること

共感や体験を伝えたり提供したり
すること

モノ以外の豊かさを求める
人が多くなってきている

2

明確な解がなかったり、複数の解
がある問題に対応すること

価値観が多様化し、社会
が複雑化している

3

将来を想像し、それを具体的に実
現させるアイデアを出すこと（=構想
すること）

ビジネスモデル自体が競争
力の源泉となってきている

4

（色分けの凡例）［ある小学校の第５学年の年間学習計画表］

［育み方の例］

○本立ての“違う”ところはどこか？（比較）
○これまでの本立てにはどんな課題があるか？
○ “違う”ことによって、どんないいことがあるか？

新しい創造
をする
（ 「いいな」

を思い描き
実現する）

創造された
ものを尊重
する

（他人との
違いを認め
尊重する）

生きて働く知識・技
能の習得

未知の状況にも対
応できる思考力・判
断力・表現力等の
育成

学びを人生や社会
に生かそうとする学
びに向かう力・人間
性等の涵養

夏に経験したことから表したいことを見付け、表し方を工夫
して絵に表そう。

自分の思いや考えなどを絵に表し、友達の作品を鑑賞するなどして、
面白さや楽しさを感じ取り、互いのよさや個性などを認め尊重し合う
ようにすることが重要です。


